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ABSTRACT: This thesis aims at building the model of the product development based on the 
long-term perspective. Because, the existing models of the product development is 
restricted to develop the products based on the short-term perspectives. So, the existing 
products can not satisfy the customer needs enough. As a result, the existing models does 
not get excellent results. So, in order to solve the problems , we attempt to build the model 
of the product development involved with forecasting customer needs and technological 
development based on the long-term perspective. Further research is needed , including 
analysis that validate the model using some cases. 
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１  はじめに 

製品開発についてのこれまでの研究は、特に

マーケティングおよび技術開発の視点から考察

されてきている。また、10％以内の製品が生産

高の 90％を引き起こしていることがドラッカ

ーにより指摘されている１）ことから、製品開発

の 90％が十分な成果をもたらしていないこと

を示していると考えられる。これらは事業環境

が変化しつつある中で、顧客ニーズがどのよう

に変化し、技術開発がどのようになされ、それ

らが製品開発にどのように活用されているのか

についての視点が不足しているからである。 
製品開発の意思決定については、Krishnan

＆Ulrich２）[9](以後 K&U 論文と呼ぶ)が、製品

開 発 の 領 域 を 網 羅 す る サ ー ベ イ 論 文 を

Management Science に掲載しているが、本研

究は、その中の「製品コンセプト開発領域」に

属しているものと考えられる。彼らの論文にお

いては製品開発におけるマーケティング、組織、

工学、製造・管理の 4 つの学術的視点を、意思

決定の視点から統合しようと試みている。それ

により製品開発のブラックボックスの中を垣間

見ることを可能にし、製品開発の基礎理論の一

般化をおこなう機会を提供している。 
しかしながら、それらの方法は、顧客ニーズ

がほぼ確定しているとともに、そのニーズを充

足するために必要な技術がほぼ構築されている、

いわば短期的な製品開発の意思決定には役立つ

と考えられるが、顧客ニーズが未確定であり、

開発される技術が確立されていないような長期

的視点からの製品開発意思決定には必ずしも適

しているとは考えられない。 
事業環境が変化しつつ、それに伴って顧客ニ

ーズも変化し続けるなかで、顧客ニーズに合致

した製品開発を、企業間競争を乗り越えて成功

させるためには、事業環境の変化の予測に基づ

いて顧客ニーズの変化を予測し、かつ技術動向

を予測し、そのうえで、製品コンセプトを構成

する長期的視点での製品開発モデルを構築する

ことが必要である。 
顧客ニーズは、これまでのマーケティングの

視点におけるように、特定の時点における顧客
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の内的・外的な刺激から発生するだけではなく、

顧客ニーズを充足するために開発された既存の

製品が普及することによるフィードバック効果

として出現することが数多くあり、それを充足

する技術開発がイノベーションの形態をとるこ

とが考えられ、これまではそのようなイノベー

ションは偶発的なものと考えられてきている。

しかしながら、顧客ニーズのフィードバック効

果を予測することにより、これまでのイノベー

ションのように偶発的なものではなく、フィー

ドバック効果に基づく顧客ニーズを充足するた

めに開発される製品開発のための意図されたイ

ノベーション開発となる可能性があると考えら

れる。 
また、技術開発については、偶然出現してい

るのではなく逐次的・連鎖的に発生しているこ

とが過去の技術の歴史からうかがえる３）ところ

であり、それゆえに開発される技術を逐次的・

連鎖的に予測することも可能と考えられる。 
 そこで、本研究においては、顧客ニーズがど

のように変化し、技術開発がどのような経路を

持って進められているかを明らかにし、製品開

発に必要なニーズ予測および技術予測のモデル

を構築することを目的としている。そのために、

本研究では、長期的製品開発の視点のもとに、

顧客ニーズのフィードバック・モデルおよび技

術開発の逐次的・連鎖的発生モデルを組込んだ

時系列的製品開発モデルを構築することを目指

している。 
 
２  製品開発の現状と課題 

 製品開発の主要要素は、ニーズと技術である

ことはよく知られているところであるが、既存

の製品開発においてはそれぞれが未充足である

ことにより、製品開発がなされた後での売上高

への貢献は、ドラッカーによれば製品のうち

10％以内のようである。 
そのことは、90％の製品開発が十分な成果を

もたらしていないことを意味しており、また、

コトラー４）によればアメリカでの新製品開発の

95%が失敗しており、ヨーロッパでは 90%が失

敗していることが指摘されている。その原因と

して考えられることは、ニーズおよび技術開発

について、いくつかの点が考えられるであろう。

すなわち、ニーズ把握が十分なされていないこ

とによるニーズ充足が不十分であること、ニー

ズの顕現が製品開発よりかなり遅れてくること

によるタイミングの非同期、ニーズの顕現から

かなり遅れて製品開発おこなうことによる企業

間競争における敗退等が考えられる。 
また、技術開発についてもいくつかの点が考

えられる。すなわち、基礎研究から応用研究を

経て、開発に基づく一連の研究開発５）に基づい

て構築された技術を使用した製品開発が、思い

込みによる製品開発によりニーズ充足にほど遠

すぎたこと、新しい技術の必要性があるにもか

かわらず従来型技術に依存し新技術開発が遅れ

たことに基づくニーズの未充足等があげられる。

さらに、製品開発のために開発された技術が公

害等の外部不経済をもたらすことによるフィー

ドバック効果が考えられる。 
 これらのことが、どのように生じてきたかを

理解するために、既存の製品開発がどのように

なされてきたかを考察し、それがどのような製

品開発の課題を生み出してきているかをいくつ

かの立場から考察してみよう。 
 
(1) マーケティングの立場からの製品開発と課題 

ニーズ充足のためには、既存の販売データに

基づくニーズの把握およびコンジョイント分析

等消費者選好分析に基づく製品コンセプトに対

する反応を利用したニーズ把握等６）がなされて

きている。また、顧客情報に基づく営業マンの

アイデアや有力な顧客のニーズに基づいた製品

コンセプトの開発７）がなされてきている。 
既存の販売データに基づくニーズ把握からは、

購買者の嗜好の傾向や分布が理解されマーケッ

ト・セグメンテーションは可能であるものの十

分なニーズ把握がなされているとは言い難く、

ニーズにより近い製品が販売された時には、既

存の製品のブランド・ロイヤルティが高くなく

信頼性に問題がなければ、そちらに既存の購買
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者は移動するであろうと考えられる。 
また、製品コンセプトに対する反応に基づく

ニーズ把握からは、マーケット・セグメンテー

ションやそれに基づく製品開発がなされるもの

の８）、既存の技術に基づいた製品開発でありニ

ーズ充足が十分になされた製品開発にはなりえ

ないと考えられる。 
また、技術動向を十分に把握しないままで製

品コンセプトが開発されても、技術マップが十

分でなく製品開発が断念されたり、あるいはニ

ーズ未充足のまま製品開発がなされる結果とな

り、成果をあげることができない確率が高いと

考えられる。 
 

(2) 技術開発の立場からの製品開発と課題 

既存の技術の持続的なイノベーションによる

コスト・パフォーマンスの向上９）に基づいて価

格低下や収益増加に導く製品開発がなされたり、

またマーケット・セグメンテーションのもとで

の差別化やカスタマイゼーションが可能な製品

開発がなされるが、ニーズ把握が十分なされて

いるとは言い難い。さらに既存の技術の影響把

握が十分に検証されていないことによる製品あ

るいは製造工程がもたらす公害等の外部不経済

や、既存の製品の普及に伴い、それに付随した

業務の大量発生がもたらす非効率化要因 10）に

より、負のニーズが発生する可能性もありうる。 
また、基礎研究等を経て研究開発から生み出

されてきた各種技術に基づく製品開発が技術者

の思い込みや十分な市場調査がなされないまま

で行われることから、ニーズ未充足な製品開発

による成果の上げることができない製品が生産

されていると考えられる。 
 

(3) マーケティング、技術開発等を組込んだ製

品開発モデルとその問題点 

K&U 論文[ ]では、マーケティング、技術、

組織、製造・管理の各視点を組込んで、それら

を従来の各視点の橋渡しに基づいた製品開発モ

デルではなく、製品開発における各意思決定に

それらがどのように関わっているかを分析した

モデルが構築されており、以下のようなメリッ

ト、デメリットを持っていることが明らかであ

る。 
第一に、従来型製品開発は、マーケティング、

組織、工学、製造・管理の 4 つの視点からの個

別の意思決定に基づく製品開発モデルであり、

これまでの研究がそれら 4 つの個別の学術的視

点から考察されており、それらの橋渡し的研究

はいくつか見られるが、個別の視点から製品開

発が如何に行わるかについてはかなりの差異が

みられる。 
そこで、K&U 論文の持つメリットは、製品

開発におけるいくつかの意思決定の視点に基づ

いてそれら 4 つの視点を統合することによって、

製品開発のブラックボックスの中を垣間見るこ

と可能にし、製品開発の基礎理論の一般化を開

発する機会を提供している。 
 第二に、デメリットとしては長期的視点の不

足によるニーズ予測と技術開発予測が不備であ

り、短期的視点からの製品開発の分析には役立

つと考えられるが、長期的視点からの製品開発

についての方法を考察することはできず、製品

開発に基づいて成果を上げることが可能ではな

い確率が高いと推察される。 
 
(4) ニーズ予測と技術予測の必要性 

ニーズの顕現と技術開発が同期しないことに

よるニーズ未充足が発生することが考えられる。

たとえば、ニーズが顕現してから技術開発に取

り組む場合には技術開発にタイムラグが生じ、

ニーズ未充足というリスクが絶えず付きまとう

と考えられる。また、将来、ニーズが発生する

という予測のもとで技術開発を行い製品化が行

われたものの、ニーズの顕現が遅れるというタ

イミングのずれにより、製品開発失敗のリスク

が存在する。したがって、ニーズ予測と技術開

発の予測が必要となる。 
ニーズ予測により、ニーズの出現に向けた技

術開発の計画化が可能になることともに、意図

的にイノベーションを作り出すことが可能とな

り、それはとりもなおさずモデルを開放的なモ
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デルとすることであり、モデルを漸進的に進化

させることが可能となる。 
また、 技術開発の予測により、新用途開発

等に基づいて潜在的な未充足ニーズを充足する

製品開発が計画化可能となり、ニーズ未充足な

まま製品開発をするより、より効率的な製品開

発がなされうると考えられる。 
 
３  課題解決のための最適な製品開発モデル

の構築 

 そこで本論においては、それらの課題を解決

し、成功確率を高める製品開発モデルを構築す

るために、製品開発に影響を及ぼす要因につい

て考察し、それに基づいて新しい概念を構築す

る。次に、それらの概念を使用し、長期的視点

に基づく製品開発モデルを考察する。 
 
(1) 製品開発に影響を及ぼす要因の考察 

第一に、製品開発に影響を及ぼす諸要因を改

めて考察する。 
 製品開発の重要な要素の二つである、ニーズ

と技術開発については、外生要因から発生する

もの(外生変数)と、内生要因から発生するもの

(内生変数)があげられる。 
 外生変数としては、事業環境変化、事業環境

の相互作用から発生するニーズがあり、また逐

次的・連鎖的に技術を生み出していく効果を持

つ基本的技術(ここでは「派生効果技術」と呼ぶ

ことにする)、および市場における企業間競争が

あると考えられる。 
 事業環境の変化においては、よく知られてい

るように、所得の変化、文化の伝播、企業間競

争、技術開発等が考えられる。その中で従来考

察されてこなかった要因として、「派生効果技術」

に基づく逐次的・連鎖的な技術開発があげられ

る。たとえば、ボルタ電池が開発され、それを

基に電気分解がなされ、新元素の発見、電磁気

学の発展等がなされ、モーターの開発と連なっ

ていく逐次的・連鎖的な技術開発である 11)。 
事業環境の相互作用の事例としては、少子高

齢化に伴う人口減少とロボット技術開発の進展

から、介護ロボットの開発がなされつつある。 
内生生変数としては、作り出された新製品か

ら発生する外部不経済、特に新製品がもたらす

本来のニーズ充足のための製品の普及がもたら

す業務量の増大、またそれに付随する業務量の

増加により本来のニーズ充足のコスト・パフォ

ーマンスが大幅に低下することによる非効率

(ここでは「非効率化」と呼ぶことにする)12)、

また製品開発およびその普及に伴って生じる公

害に起因する外部不経済 13)がもたらす負の影

響が考えられ、それらが新たなニーズを発生さ

せ、製品開発の要因となる。 
非効率化については次のような事例が考えら

れる。たとえば、経済成長により、事務量が膨

大となり、それを解決するためのタイプライタ

ーの出現により事務作業の効率化が進んでいる
１４）。また、コンピュータの出現とともに各種

の外部記憶装置としてのメモリーの発明のプロ

セスで破壊的イノベーションとして小型メモリ

ーが開発されたことが Christensen[1]により主

張されているが 15) 、その普及がメモリーの整

理・検索という作業を増加させることによる非

効率化を背景に結果としてより効率的なメモリ

ーの小型化が進んだことも考えられうる  。 
外部不経済による副作用を解決するための技

術開発としては、過去には工場の排煙によるス

モッグ対策としての煤煙除去装置が開発され、

また車の排気ガスに含まれる NOx や 
SOｘ を減少させる効率的なエンジンが開発さ

れてきている。 
派生効果技術としては、蒸気機関や内燃機関

あるいは電池の発明がその代表的な例であり、

それらが各種の技術開発の原動力となったこと

は事実であり、特にそれらの波及効果は幅広く、

それはリーンハードが「時代の精神」16) と名付

けたものの本質であると考えられる。 
 

(2) 新概念に基づく時系列的製品開発モデルの

提示 

ここでは、上記で考察された製品開発に影響

を及ぼす要因を基にした「時系列的製品開発モ
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デル」について述べるが、最初に時系列分析の

メリットについて述べる。そのあとで、「環境変

化」、「副作用」、「派生効果技術」という概念に

基づいて、新しい製品開発モデルの一形態とし

て図 1 のフィードバック・ループをもったモデ

ルを提示する。 
外生変数としては、所得上昇、文化の伝播、

技術等の環境変化、所得上昇と文化の伝播等の

環境変化の相互作用による顧客ニーズの変化が

考えられる。それらに基づいてニーズ充足のた

めの製品開発が行われる。また、企業間競争に

よる漸進的イノベーションに基づく技術開発、

基礎研究等に基づく派生効果技術による製品開

発が行われている。また、派生効果技術を基に

した、新用途に向けた製品開発がなされたりす

る。さらに、派生効果技術が多領域の製品開発

に影響をおよぼす場合があり、それはリーンハ

ードが「時代の精神」と呼ぶ効果を生み出すこ

とになると考えられる。 
内生変数としては、製品開発の普及に伴って、

製品のコスト・パフォーマンスが低下すること

により、新たなイノベーションが発生し、それ

に基づいた製品開発がなされる可能性がある。 
新製品開発のフィードバック・ループ・モデ

ルを構築することにより、製品開発の時系列分

析を行う際に、ニーズ予測と技術開発予測がな

され、今後の新製品開発の成功確率を上げるこ

とが期待される。 
予測方法については、Saffo[15]が「不確実性

の円錐」という方法を使用し特定の事象におけ

るこれから起こりうる可能性についての予測を

行っている 17)。その事象における様々な要素間

の関係、起こりうる事象のランク付けなどを検

討し未来を予測する。また、 Wilkinson ＆

Kupers[18]においては、企業内の事業計画へシ

ナリオ法を導入して、未来の不確実性を強調し、

起こり得る出来事や起こるべき出来事の可能性

の度合いを示している 18)。さらに、Drucker[3]
が、イノベーションの機会になりうる事象を 7
つ提示しており 19)、それらを活用すれば予測方

法としても使えると考えられる。 

 
(3) 長期的視点における時系列的モデルの特徴

とメリット 

ここで構築された製品開発モデルの特徴と

メリットは以下の 3 つである。 
① 長期的製品開発モデルの構築 
これまでの製品開発モデルは、顧客ニーズが

ほぼ確定しており、かつその製品を開発するた

めに必要な技術はほぼ出来上がっており、不足

しているいくつかの技術開発がなされる状態で

の製品開発を目指したものであるが、それは短

期的な製品意思決定であり、ニーズ充足が不十

分であったり、ニーズ充足と製品開発までのタ

イムラグのために直ぐに陳腐化されるものであ

る。ここで構築される製品開発モデルは、長期

的視点での製品開発であり、ニーズ予測、技術

開発予測に基づく製品開発を目指しており、こ

れまでの欠点を解決するモデルである。 
② 本モデルは開放的体系（オープンシステ

ム）である 
ここで構築されるモデルは、モデルに含まれる

要素が変化しない要素で構成される閉鎖的体系

のモデルではなく、フィードバック効果を導入

し、新しいニーズが出現することを予測するこ

とが可能になるとともに、それに基づいて技術

的イノベーションがなされることを含んだモデ

ルである。すなわちモデルの中に新しいニーズ

と新しい技術が発生することを含んだ開放的体

系を構築しており、その事はこのモデルが顧客

ニーズ予測および技術予測を含むことから可能

になることである。 
③ 政策ニーズの発生の予測や政策の長期的

波及効果の推定が行えるモデルである 
環境変化に基づいて社会全体にとって必要な社

会的ニーズの発生の予測が可能になり、また、

その社会政策の普及から様々な副作用が生じ、

それに基づいた副次的社会ニーズの発生を予測

することが可能になり、さらにどのようなイノ

ベーションが必要かを推定することが可能にな

る。 
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図１．ニーズ充足―技術開発 相互影響関連 
 
 

     マーケティング戦略   ←――――   ｺｽﾄ･ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽの上昇 
(ｾｸﾞﾒﾝﾃｰｼｮﾝ ＝差別化)              ↑ 
   ↑                  技術開発 
消費者行動                   ↑ 
(嗜好の変化等)  ――――――――→ （漸進的ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ ＝ 効率化) 

↑                                      ↑  
           外生変数                企業間競争(外生変数) 

(所得上昇、文化伝播) 
 

  非効率化                     (破壊的ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ) 
外部不経済 →ｺｽﾄ･ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽの低下   ――→   ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ(ｸﾘｽﾃﾝｾﾝ型) 
(公害を含む)  (技術開発の必要性)  (ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ型)    
   ↑                              

新製品開発                             
(内生変数)                            

  
(外生変数) 
顧客ニーズ               基礎研究(外生変数) 

↓                   ↓      
未充足ニーズ        ←――   派生技術 → 「時代の精神」 
(技術マップの充足による解決)        ↓          

                        新用途型     
(ｺｽﾄ･ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽの上昇) 

           (代替技術として適用)
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(4) モデルの検証方法の検討 

モデルの妥当性の検証については、これまで

に著しく成功した製品開発について、特に製品

コンセプト開発が優れている製品を選択し、過

去のデータとモデルとの整合性、およびモデル

の予測力に基づいて行う必要があると考えられ

る。また、データの収集は、その製品コンセプ

ト作りにかかわった企業の担当者にインタビュ

ーを調査行い、そのインタビュー調査結果に基

づいて分析が行われることが求められる。 
ここで構築されるモデルの妥当性の検証に

ついては、モデルがシミュレーション・モデル

であることから、ここでは特に著しく成功した

特定の企業の過去の製品開発についての事例収

集がなされ、一連の事例の内、先に成功した過

去の事例に基づいたニーズ予測と技術開発予測

に基づいた製品開発モデルが構築なされ、事例

とモデルの整合性が検証される。そのうえで、

その製品に関連した事例の内、その後に成功し

た事例に基づいたモデルの予測力を基にモデル

の妥当性の検証が行われる必要がある 20)と考

えられる。 
 

４  結論 

 本研究は、顧客ニーズがどのように変化し、

技術開発がどのような経路を持って進められて

いるかを明らかにし、製品開発に必要なニーズ

予測および技術予測のモデルを構築し、そのモ

デルの検証を行うこと目的として進められてき

ている。それは、顧客ニーズ予測によるイノベ

ーションの可能性を指摘するとともに、技術開

発の予測の可能性を指摘することに貢献し、ひ

いては成功の可能性の高い効率的な長期的製品

開発モデルの構築を目指して行われてきている。 
本研究で得られたメリットには以下のよう

な点があげられる。 
 

(1) 資源の効率的配分の可能性 

これまでの製品開発は、短期的視点での製品

開発が主であるとともに、技術者による開発さ

れた技術への思い入れによる製品開発が主であ

ったことにより、顧客ニーズ充足が不十分であ

ったり、製品開発の顧客ニーズとのタイムラグ

による陳腐化等により、製品開発に基づく成果

を上げることのできる確率は 10％に満たない

ことが文献に記載されている。そのことは、限

りある地球資源の無駄遣いであるとともに、廃

棄物の増加や公害等の外部不経済等による環境

問題を引き起こしてきている。本モデルはその

ような欠陥を可能な限り減少させることにより、

それらの問題解決に役立つと考えられる。 
 

(2) 政策提言が可能となる 

さまざまな環境変化が急速に生じている現

在においては、それに基づいた社会的ニーズの

多様性や変化の増大がもたらされている。たと

えば、少子高齢化や人口減少、グローバル化に

基づく産業構造の急速な変化に基づき、高齢者

のニーズの多様化や増加、人口減少に基づく労

働力の代替、国際競争力を持つ産業構造の構築

等、多様な社会的ニーズが山積しており、それ

らの解決のために必要な長期的予測を伴う時系

列的製品開発モデルが必要とされており、本モ

デルに基づいて社会的提言を行うことが可能で

ある。 
 

(3) 長期的視点での製品開発モデルづくりの推

進 

これまでの製品開発モデルは、主に短期的な

製品開発意思決定に基づいており、そのために

消費財や、耐久消費財における製品開発を目指

したものがほとんどであり、産業財に適した製

品開発モデルは限られたものであったと考えら

れる。本モデルにより、さまざまな産業領域に

おいて製品開発モデルの構築が推進されると考

えられる。 
 モデルの妥当性についての検証としては、顧

客ニーズのフィードバック・モデルおよび技術

開発の逐次的発生モデルを体現している製品開

発を行っている事業所へのインタビュー等の調

査に基づいた実証分析を行う必要がある。 
特に、実証分析はインタビュー調査結果に基
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づくデータおよび文献の探索から得られる既存

の事例を使用して行われ、モデルのデータとの

整合性、モデルの予測力についてモデルの妥当

性の検証を行う必要があり、今後の課題となっ

ている。 
 

「注」 
１．詳細については、Drucker[2]参照。 
２．詳細については、Krishnan＆Ulrich[9]参

照。 
３．詳細については、Rennie,J.[14]および小山

慶太[8]参照。 
４．詳細については、Kotler,Keller.[7]参照。 
５．詳細については、グローバルタスクフォー

ス(株)[5]参照。 
６．詳細については、古川・他[4]参照。 
７．詳細については、Kotler,Keller[7]、von 

Hippel[19],Urban,Hauser,Drakia[16]] 参

照。 
８．詳細については、大澤・片平・野本[12]、

大澤・野本・田中[13]参照。 
９．詳細については、CHristensen[1]参照。 
10．Utterback[17]の中の手動タイプライター

から電動タイプライターへの転換の事例

を基に概念化したものである。 
11．詳細については、小山慶太[8]を参照。 
12．詳細については、Utterback[17]を参照。 
13．公害については、種々の原因があげられる

が、たとえば車の排気ガスによる大気汚染

もその一つと考えられ、その解決策として

エンジンの改良等の技術革新がなされて

きている。詳細については、科学技術白書

[6]参照。 
14．詳細については、Utterback[17]参照。 
15．詳細については、CHristensen[1]参照。 
16. 時代の精神とは、その時代を通底する考え

方の一つであり、Lienhard[10]によれば、

飛行機や、自動車などが開発された時代に

は「スピード」という時代の精神があった

と述べられているが、それらの技術の基本

となる技術として、蒸気機関や内燃機関と

いう技術、すなわち動力のための技術が発

明されたことによるものであり、その技術

が派生効果を持った技術、ここでいう「派

生効果技術」の表面上の現象を指すもので

あると考えられる 
17．詳細については、Saffo[15]参照。 
18．詳細については、Wilkinson，A.，Kupers，

R.[18]参照。 
19．詳細については、Drucker，P.[3]参照。 
20．詳細については、野本[11]参照。 
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